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北広島市国民健康保険運営協議会会議録 

  

1 会議名  令和 2年度 第 1回北広島市国民健康保険運営協議会 

2 日 時  令和 2年 7月 27日（月） 午後 6時 00 分～午後 6時 50分 

3 会 場  市役所 3階会議室 3Ｄ 

4 出席者   

委 員 ：川島会長、伊東委員、今井委員、奥田委員、山美委員、葛西委員 

事務局等：三上保健福祉部長 

（税 務 課）近藤課長 

（健康推進課）高嶋課長、影久主査 

（保険年金課）林課長、三澤主査、石川主査、矢吹主任 

 

会議内容 

・審議事項 

（1） 令和 2年度国民健康保険事業運営方針（案）について 

 

・報告事項 

（1） 北広島市国民健康保険条例の一部改正について 

（新型コロナウイルス感染者等に対する傷病手当金の支給） 

（2） 令和 2年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 

（3） 北広島市国民健康保険税の減免の特例に関する規則の制定について 

（新型コロナウイルス感染症の影響により収入減になった方等に対す

る減免） 

（4） 令和 2年度特定健診等実施計画実行プログラム（令和 2年 4月改訂

版）について 

 

 

開 会（午後 6時 00分） 

 

○事務局 

本日は、お集まりいただき誠にありがとうございます。 

本日、始めます前に、委員の交代のお知らせがございます。被用者保険代表として委

員を務めていただいておりました荒木委員が、令和 2年 6月 30日をもって健保組合の

専務理事を退任されました。平成 23年 8月から約 7年間、運営協議会委員として国保

の運営にご尽力いただき、感謝の念に絶えないところでございます。 

被用者保険代表としまして、荒木委員に替わりまして、葛西委員に新たに就任してい

ただくこととなりました。どうぞよろしくお願いいたします。それでは部長の三上よ

り、委嘱状を交付いたします。 
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（葛西委員へ委嘱状交付） 

 

○事務局 

それでは、ただいまから令和 2 年度第 1 回国民健康保険運営協議会を開会いたしま

す。 

開会に先立ちまして、この度は、コロナウイルス感染症拡大防止のため協議会の開催

を延期せざるを得なくなり、3月に行うべき審議および報告が 7月になりましたことを

お詫び申し上げます。 

議事に入ります前に、本日の会議の成立についてご報告いたします。委員定数 7 名

のうち 6 名が出席しておりますことから、北広島市国民健康保険運営協議会規則第 4

条第 5号の規定による会議の開催要件を満たしておりますことをご報告いたします。 

 

次に、本日が今年度初めての会議となりますが、4月に関係職員の人事異動がありま

したので、ご紹介をさせていただきます。 

 

(異動者自己紹介） 

 

○事務局 

それでは、次第に従いまして、川島会長よりご挨拶をいただき、以降の議事進行をお

願いいたします。 

 

（会長よりご挨拶） 

 

○会長 

本日の議題は、審議事項が「令和 2年度国民健康保険事業運営方針（案）」です。報

告事項は「令和 2 年度国民健康保険事業特別会計補正予算について」など 4 件ござい

ます。 

それでは、会議録署名委員の指名でございますが、私の方から指名をさせていただき

ます。伊東委員、今井委員にお願いいたします。 

 

次に、審議案件に入ります。審議第 1号「令和 2年度国民健康保険事業運営方針（案）

について」事務局から説明願います。 

 

（事務局の説明） 

 

○会長 

令和 2年度は、新型コロナウイルスの関係で、4か月経過した段階でご審議いただく

こととなりましたが、やむを得ないと思います。それではこれより、質疑に入ります。

質問やご意見、あるいはご感想など何でも構いませんので、自由にお話しください。 
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○Ａ委員 

被保険者資格の適正化について質問をします。 

社会保険（社保）では、被保険者資格を失うとき、事業者側から被保険者に保険証の

返還を求めることになりますが、国保の場合はそれがない。そのため、過誤受診による

レセプトの返戻件数を比べると、「社保から（ほかの）社保への過誤返戻」「社保から国

保への過誤返戻」よりも「国保から社保への過誤返戻」のほうが多いように思います。 

国保では、資格を失った際に保険証の返還を求めるような働きかけはどのような形

で行っているのでしょうか。 

 

○事務局 

年金と医療保険は併せて資格を持つものであるので、年金の給付資格を確認し、国保

離脱の勧奨を行っております。 

 

○Ａ委員 

滞納者の短期保険証と資格証明書とはどのようなものなのでしょうか。 

 

○事務局 

短期保険証についてご説明します。まず、短期保険証交付の対象となるのは、前年度

以前の国保税に滞納がある方です。 

通常の被保険者証との違いは、有効期限です。通常の被保険者証は 8 月 1 日から翌

年 7月 31日までの 1年間を有効期間としておりますが、短期保険証は有効期限を翌年

1月末までの半年間としています。有効期限を短く設定する目的は、納税相談などの機

会を増やすためです。 

なお、医療機関の窓口での自己負担割合については、通常の被保険者証と変わらず、

3割もしくは 2割となります。 

 

次に、資格証明書交付の対象となるのは、「一年以上国保税の納付がない」かつ「納

税相談がない」方です。自宅訪問等を行っても連絡をとることができない場合に、その

対象者を資格審査委員会に付し、「資格証の交付が妥当である」と決定した被保険者に

交付します。現在は、10世帯に資格証明書を交付しております。 

通常の被保険者証や短期保険証との大きな違いは、医療機関での自己負担割合です。

資格証明書は国保資格を証明するものではありますが、現物給付を受けることはでき

ません。資格証明書の対象者が医療機関を受診するときには、一度、10 割全額自己負

担していただきます。納税相談などがあれば、法定給付である 7 割もしくは 8 割を後

日支給する場合もあります。 

 

○会長 

 ほかにございませんか。 

ご質問がなければ、ただいまの件、これでよろしいでしょうか。 

  

(異議なしの声) 
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○会長 

異議なしということですので、原案どおり承認といたします。 

 

次に、報告案件に入ります。報告第 1号「北広島市国民健康保険条例の一部改正につ

いて（新型コロナウイルス感染者等に対する傷病手当金の支給）」及び、報告第 2号「令

和 2年度国民健康保険事業特別会計補正予算について」事務局から説明願います。 

 

(事務局より説明) 

 

○会長 

これより質疑を行います。 

 

ご質問がなければ、ただいまの件、これでよろしいでしょうか。 

  

(異議なしの声) 

 

○会長 

異議なしということですので、報告どおり承認といたします。 

次に、報告第 3号「国民健康保険税の減免の特例に関する規則の制定について」事務

局から説明願います。 

 

(事務局より説明) 

 

○会長 

これより質疑を行います。 

 

ご質問がなければ、ただいまの件、これでよろしいでしょうか。 

  

(異議なしの声) 

 

○会長 

異議なしということですので、報告どおり承認といたします。 

次に、報告第 4 号「令和 2 年度特定健診等実施計画実行プログラム（令和 2 年 4 月

改訂版）について」事務局から説明願います。 

 

(事務局より説明) 

 

○会長 

これより質疑を行います。 
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ご質問がなければ、ただいまの件、これでよろしいでしょうか。 

 

(異議なしの声) 

 

○会長 

異議なしということですので、報告どおり承認といたします。 

最後に、「その他」について事務局からお願いします。 

 

○事務局 

次回の運営協議会についてでありますが、あまり間を置かない形となってしまいま

すが、8月に開催をしたいと考えております。この場でスケジュールの調整をさせてい

ただきたいのですが、よろしいでしょうか。 

 

（事務局より次回の日程について説明、調整） 

 

○会長 

各委員の皆さんからは、何かありますか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○会長 

それでは、以上をもちまして、本協議会を終了させていただきます。皆さまご協力あ

りがとうございました。 

 

閉 会（午後 6時 50分） 


